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論　　文　　の　　要　　旨
　高エネルギー素粒子反応の終状態において，クォークやグルーオソがハドロソ化するとき同方向に
進む粒子集団　　ンェヅトとして観測されると考えられている。この論文は，シェットがクォークと
グルーオソのいずれに由来するかでジェット中の荷電粒子の運動量分布に違いがあるか否かを論じた
ものである。
　従来，電子・陽電子および陽子・反陽子衝突の実験においてこの問題はしぼしば取上げられ，
クォーク・ジェットとグルーオソ・ジェットの差異につき，存否相なかばする報告がなされている。
著者は，米国フェルミ国立加速器研究所のテバトロソ衝突器による重心系エネルギー1．8TeVの陽子・
反陽子衝突におけるジェット生成事象につき，この問題を考究した。
　著者は，ジェット中の荷電粒子の運動量分布（フラグメソテーショソ関数）のモーメソト解析を行
うことを提案している。ハドロン化の理論模型として，量子色力学のカラー流の考えに基づくストリ
ソグおよびクラスター模型によるモソテ・カルロ・プログラムにつき，クォークとグルーオソの
ジェットの分布関数に差異のあることを示した。一方，2ジェット生成事象の実験データの示すモー
メ1■トの分布は，グルーオソのそれにほぼ一致することを示し，量子色力学の予言と一致することを
指摘した。
　与えられたジェットがクォークかグノトオソかの識別は，次のように行う。理論モデル（モソテ・
カルロ）の各モーメソトの分布関数をもとに，クォーク対グルーオソの尤度（1ike1ihsod）を求め，す
べてのモーメソトからの尤度を総合して，総合尤度（globa〕ike1ihood）を算出する。
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　次に，実験で得られたジェットの総合尤度の分布を，モソテ・カルロのクォークおよびグルーオソ・
ジェットの総合尤度分布の一次結合として最適化を行ない，実測されたジェット中のグルーオソ含有
比を求めた。
　実験データとして，2ジェット事象と直接光子過程をとり上げ，グルーオソ・ジェット含有比を算
出した。結果は，①2ジェット遇程ではグルーオソ含有比が大きく，一方直接光子過程の反跳ジェッ
トではそれが小さいこと，②2ジェット過程のグノレーオソ含有比は，ジェットの横運動量とともに減
少することなどを含め，定量的にも誤差の範囲内で理論モデルとほぼ一致することを示した。
審　　査　　の　　要　　旨
　ジェットの親が何であるかの識別の可能性は，量子色力学の検証だけでなく，新粒子の探索，粒子
スペクトロスコピーに重要である。著老の提案したモーメソト解析にもとづく尤度は，この問題への
新しいアプローチであり，著者はその有効性を示すことができた。
　よって，著老は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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